【ガ行鼻音】 
呼気が鼻腔へ流れ出て発せられるガ行の子音。現代東京語では、原則として、語頭以外のガ行音に現れる。例えば、「カガミ」のガ、「ニンゲン」のゲなど。ガ行鼻濁音。 

日本語の標準的な発音で、音声記号では［ŋ］で表す。仮名表記では普通の濁音と区別しないが、必要に応じて「゛」の代わりに「゜」を用いて、「カカ゜ミ」「ニンゲン」などとする。 

♠『NHKアナウンサー読本』による、ガ行鼻音の発音規則
1. ガ行仮名の子音が鼻音化され、「゜」と発音する。

（1） 語中あるいは語末のガ行音。例：

大学（ダイカ゜ク）  泳ぐ（オヨク゜）  忙しい（イソカ゜シイ）

（2） 助詞として使われている「ガ」。例：

行ったが、合えなかった（イッタカ゜、アエナカッタ）

雨が降る（アメカ゜フル）

（3） 結びつきが強い複合語のガ行音（複合語の構成成分はすべて単純語ではない場合）。例：

小学校（ショーカ゜ッコー）

中学校（チューカ゜ッコー）

都銀（「都市銀行」の略語）（トキ゜ン）

日銀（「日本銀行」の略語）（ニチキ゜ン）

しかし、単純語から結びついた複合語は普通、鼻音化しない。例：

高等学校（コウトウガッコウ）

専門学校（センモンガッコウ）

都市銀行（トシギンコウ）

日本銀行（ニホンギンコウ）

（4） いくつの語が複合語になり、それに、同じの語の重ね言葉にあるガ行音が連濁を生じるのは普通である。例：

小為替（コカ゜ワセ）          大型（オオカ゜タ）

大口（オオク゜チ）           株式会社（カブシキカ゜イシャ）

くれぐれも（クレク゜レモ）   切れ切れに（キレキ゜レニ）

（5） 成語、熟語、人名などにある数字の「五」は鼻音化する。例：

七五三（の祝い）（シチコ゜サン）

十五夜（ジューコ゜ヤ）

三五十五（サンコ゜ジューゴ）（数学の掛け算の九九）

（6） 外来語に元言語が鼻音あるいは慣用の古いものなどは鼻音化する。例：

シングル（シンク゜ル）

オルガン（オルカ゜ン）

イギリス（イキ゜リス）

2.次の場合にはガ行仮名の子音は鼻音化しない、[g]と発音する。

（1） 語頭にあるガ行音。例：

　元気（ゲンキ）       外国（ガイコク）

（2） 外来語の大部分のガ行音。例：

キログラム         スバグッティー

外来語にあるガ行音は、ほかの語と複合語と結合しても鼻音化しない。例：

窓ガラス           炭酸ガス

折れ線グラフ       室内ゲーム

消しゴム

ある時は人によって鼻音化される場合もある。例えば、重量単位の「グラム」は、「ク゜ラム」と呼ばれる時もある。
（3） 数字の「五」。例：

三十五（サンジューゴ）

二十五歳（ニジューゴサイ）

六十五番目（ロクジューゴバンメ）

第五（ダイゴ）

（4） 接頭詞のあとにあるガ行音。例：

お行儀（オギョーギ）    お元気（オゲンキ）

超頑固（チョーガンコ） 不合格（フゴーカク）

非現実的（ヒゲンジツテキ）

（5） 擬声語、擬態語の中の重ねたガ行音。例：

ごうごう（ゴーゴー）
ぐらぐら（グラグラ）

がんがん（ガンガン）

♠日本語にはなぜ語頭のカ゜行音がないのか
古代において語末鼻音はm→n→ ŋ （＝ng）と変化し、その変化に対応してマ行音、その後ナ行音が発生したのですが、そのあとカ゜行音が発生するまえに、肝腎の語末鼻音［ŋ］がiまたはuと母音化してしまい、みなし連声のような融合変化 例：「miti」（道）＋「oku」（奥）＞「mitinoku→mitinoku」（みちのく）が起こらなかったために、語頭のカ゜行音が発生しなかったと考えることができます。
참고페이지: http://members.e-omi.ne.jp/ichhan-h/rendaku/rendaku7.html#ngagyou_on
♠消えてゆくガ行鼻音
*ガ行鼻濁音は現在変化のまっただなかにあります。「鍵」を仮名で書くと「かぎ」であるが、その実際の発音は東京でふたとおりになっている。その一つは［かキ゜］であり、もう一つは［かキ゜］である。東京語の場合、［かキ゜］は高い年齢層に、また［かぎ］は低い年齢層に、それぞれ偏って分布している。それは、すでに、［かキ゜］→［かぎ］という変化が相当に進行しているからであって、全国的に見れば［かキ゜］という言い方をしない方言の方が多い。
*すべての日本人が以上の法則でガ行音を発音するとは言えない。ある地域で、特に若者がガ行音を鼻音化しない現象がだんだん行き渡っている。ガ行の[g]音がますます広く使われて、将来は［ŋ］音を取って代わると予想している人もいる。しかし、日本では、ラジオ、テレビなどのアナウンサー及びに芸能界の俳優はみな以上の法則で標準的な鼻濁音を発音している。だから、今の状況から見ると、鼻濁音はだんだん消えていかない。鼻濁音を愛用している日本人も少なくない、ガ行鼻濁音が人にやさしい感じを与えられるそうだ。
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